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◇
消
防
庁
長
官
表
彰

【
退
職
団
員
報
償
（
銀
杯
）】（
２
名
）

元
第
３
分
団　

分
団
長　

加
藤　

靖
男

元
第
１
分
団　

班　

長　

和
田　

啓
介

【
永
年
勤
続
功
労
章
】(

１
名)

副
団
長　

水
出　

文
夫

◇
群
馬
県
知
事
表
彰

【
消
防
防
災
功
労
知
事
表
彰
】（
１
名
）

　

副
団
長　

後
藤　

文
雄

◇
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰
】（
２
名
）

元
第
３
分
団　

分
団
長　

加
藤　

靖
男

元
第
１
分
団　

班　

長　

和
田　

啓
介

【
消
防
団
員
配
偶
者
表
彰
】（
２
名
）

　

黒
岩　

二
美
恵

　

上
坂　

加
代
子

【
功
労
章
】（
３
名
）

第
１
分
団　

分
団
長　

田
所　

龍
士

第
３
分
団　

分
団
長　

山
本　

隆
士

元
第
５
分
団
分
団
長　

大
塚　

厚
志

【
永
年
勤
続
功
労
章
】（
２
名
）

第
１
分
団
副
分
団
長　

篠
原　
　

誠

第
５
分
団
副
分
団
長　

山
本　

隆
則

【
精
績
章
】（
６
名
）

第
３
分
団　

副
班
長　

町
中　

宣
彦

第
１
分
団　

団　

長　

安
齋　
　

浩

第
１
分
団　

団　

員　

市
川　

博
之

第
２
分
団　

団　

員　

山
本　

剛
史

第
２
分
団　

団　

員　

神
林　

史
記

第
４
分
団　

団　

員　

高
木　
　

優

【
精
勤
章
】（
21
名
）

・
20
年

元
第
５
分
団　

分
団
長　

大
塚　

厚
志

・
15
年

第
４
分
団　

班　

長　

大
場　

康
弘

第
４
分
団　

班　

長　

宮
崎　

健
司

第
４
分
団　

班　

長　

竹
渕　
　

宏

第
５
分
団　

班　

長　

久
保
田　

順

第
５
分
団　

副
班
長　

堀
内　

敏
之

第
１
分
団　

団　

員　

宮
本　

昌
典

元
第
３
分
団　

班　

長　

濱
口　

昌
伸

・
10
年

第
３
分
団　

副
班
長　

町
中　

宣
彦

第
１
分
団　

団　

員　

市
川　

博
之

第
１
分
団　

団　

員　

安
齋　
　

浩

第
２
分
団　

団　

員　

山
本　

剛
史

第
２
分
団　

団　

員　

神
林　

史
記

第
４
分
団　

団　

員　

高
木　
　

優

・
５
年

第
２
分
団　

団　

員　

磯
部　

和
敏

第
２
分
団　

団　

員　

小
林　

恵
生

第
３
分
団　

団　

員　

森
田　

佳
明

第
３
分
団　

団　

員　

若
林　

修
平

第
４
分
団　

団　

員　

関　
　
　

優

第
６
分
団　

団　

員　

西
村　

陽
介

第
６
分
団　

団　

員　

安
藤　

伸
昭

◇
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰

【
成
績
優
良
者
表
彰
】（
４
名
）

第
１
分
団　

副
分
団
長　

篠
原　

誠

第
６
分
団　

副
分
団
長　

高
橋　

修
一

第
５
分
団　

副
分
団
長　

西
牧　

由
典

第
３
分
団　

副
分
団
長　

中
澤　

道
明

【
永
年
勤
続
者
表
彰
】（
14
名
）

・
30
年　

副
団
長　
　

後
藤　

文
雄

・
25
年　

本
部
経
理
部
長

田
嶋　

康
治

・
15
年

第
４
分
団　

班　

長　

宮
崎　

健
司

第
４
分
団　

班　

長　

竹
渕　
　

宏

第
５
分
団　

副
班
長　

堀
内　

敏
之

元
第
３
分
団
班　

長　

濱
口　

昌
伸

・
10
年

第
３
分
団　

副
班
長　

町
中　

宣
彦

第
５
分
団　

副
班
長　

市
場　

陽
介

第
６
分
団　

副
班
長　

両
川　

武
志

第
３
分
団　

副
班
長　

新
井　

雄
二

第
１
分
団　

団　

員　

安
齋　

浩

第
１
分
団　

団　

員　

市
川　

匠

第
４
分
団　

団　

員　

高
木　

優

第
４
分
団　

団　

員　

岩
崎　

浩
一

◇
草
津
町
表
彰

【
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰
】（
５
名
）

元
第
６
分
団　

分
団
長　

田
中　

浩

元
第
３
分
団　

分
団
長　

加
藤　

靖
男

元
第
５
分
団　

分
団
長　

大
塚　

厚
志

元
第
１
分
団　

班　

長　

和
田　

啓
介

元
第
３
分
団　

班　

長　

濱
口　

昌
伸

【
優
良
団
員
表
彰
】（
６
名
）

第
１
分
団　

副
班
長　

青
木　

猛

第
２
分
団　

副
班
長　

山
口　

英
一
郎

第
３
分
団　

副
班
長　

田
中　

将
記

第
４
分
団　

副
班
長　

藤
重　
　

剛

第
５
分
団　

副
班
長　

堀
内　

敏
之

第
６
分
団　

副
班
長　

水
出　

善
弘

平成22年度平成22年度
草津町消防団秋季点検が挙行されました草津町消防団秋季点検が挙行されました

　

去
る
10
月
19
日
午
前
９
時
よ
り
、
毎
年
恒
例
の
草
津

町
消
防
団
秋
季
点
検
が
、
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
消
防
団
員
の
服
装
点
検
、
ま
た
団
員
の
連
携
を

図
る
小
隊
訓
練
を
行
い
、
悪
天
候
の
た
め
に
、
ポ
ン
プ

操
法
や
放
水
試
験
な
ど
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、

消
防
力
の
再
確
認
を
踏
ま
え
、
黒
岩
町
長
が
点
検
執
行

官
と
し
て
点
検
さ
れ
ま
し
た
。　

点
検
中
は
、
竹
渕
団

長
を
中
心
と
し
た
団
員
の
真
剣
な
取
組
み
に
よ
り
総
合

的
に
良
好
な
評
価
を
い
た
だ
き
、
草
津
町
消
防
団
の
勇

姿
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
装
備
器
具
の
点

検
を
怠
る
こ
と
な
く
、
予
防
消
防
の
充
実
強
化
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
ま
た
心
身
の
健
康
維
持

に
努
め
ら
れ
、
草
津
町
の
防
災
の
要
と
し
て
ご
尽
力
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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草津町教育委員異動のお知らせ
下記のとおり異動がありましたので、お知らせいたします

職　　名
新 旧

氏　　名 備　　　考 氏　　名 備　　　考
委　員　長 薄井　和男 平成22年10月4日再任 薄井　和男 平成22年9月30日期間満了
委員長職務代理者 田村　長三 平成22年10月4日指定 宮脇　　宏 平成22年9月30日任期満了
委　　　員 黒岩智絵子 田村　長三
委　　　員 宮脇　　宏 平成22年10月1日再任 黒岩智絵子
教　育　長 浅香　　勝 浅香　　勝

草
津
町
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
制
度

開
始
の
お
知
ら
せ

　

草
津
町
で
は
、
草
津
町
小
規
模
工

事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
草
津
町
が
発
注
す
る
小

規
模
工
事
及
び
修
繕
等
（
１
件
の
契

約
金
額
が
30
万
円
未
満
の
も
の
）
に

お
い
て
、
草
津
町
建
設
工
事
競
争
入

札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
町
内
の
小
規
模
業
者
の
方
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
制
度
を
新
設
す
る
も
の
で

す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

要
領
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
書
等

　

草
津
町
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望

者
登
録
申
請
書
及
び
要
綱
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま

た
総
務
課
の
窓
口
に
て
用
意
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　

平
成
22
年
11
月
15
日
（
月
）
よ
り

随
時
受
付
を
行
い
ま
す
が
、
平
成
22

年
12
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
・

受
理
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
１
月
以
降
に
発
注
と
な
る
対
象

工
事
等
よ
り
見
積
り
の
指
名
を
し
ま

す
。

　

ま
た
、
12
月
16
日
以
降
申
請
・
受

理
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
も
、
随
時
適

用
し
ま
す
。

　

有
効
期
間
及
び
申
請
添
付
書
類
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
要
綱
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
町
役
場　

総
務
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
８
・
０
０
０
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
補
助
に
つ
い
て

　

今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
昨
年
流
行
が
危
惧
さ
れ
た
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
従
来
の
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
２
種
類
が
混
合
さ

れ
た
三
価
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
実
施
さ

れ
、
草
津
町
で
は
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
接

種
後
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で

希
望
の
方
は
早
め
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
（
特
定
の

基
礎
疾
患
の
場
合
に
は
60
歳
以
上
）

以
外
の
方
は
法
に
よ
ら
な
い
任
意
接

種
で
す
。
主
治
医
と
充
分
に
相
談
の

上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

①
生
後
６
か
月
か
ら
中
学
３
年
生

接
種
１
回
に
つ
き
１
、０
０
０
円

・
町
内
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
推
進
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
に
申
請
を
行
い
補
助

券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
補

助
券
交
付
申
請
期
限
は
12
月
28
日
で

す
）。

　

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
方

は
接
種
後
に
健
康
推
進
課
へ
領
収
書

と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

②
65
歳
以
上
の
方
（
特
定
の
基
礎
疾

患
の
場
合
に
は
60
歳
以
上
）

　

群
馬
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

個
人
負
担
金
１
、０
０
０
円

で
接
種
で
き
ま
す
。

※
生
活
保
護
、
低
所
得
者
に
つ
い
て

は
別
途
申
請
に
よ
り
全
額
が
補
助
さ

れ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

草
津
町
役
場
健
康
推
進
課

　

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
８
・
５
７
９
７

西
吾
妻
地
区

高
等
職
業
訓
練
校

平
成
23
年
度
生
徒
募
集

　

西
吾
妻
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
23
年
度
の
入
校
生
を
次
の

よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
】

○
木
造
建
築
科

　

木
造
家
屋
の
建
築
に
お
け
る
技
能

○
木
工
科

　

建
具
製
造
に
お
け
る
技
能

○
建
築
塗
装
科

　

建
築
物
の
塗
装
に
お
け
る
技
能

【
訓
練
期
間
】

三
年
（
原
則
毎
週
水
曜
日
昼
間
）

【
応
募
資
格
】

　

原
則
と
し
て
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
方
、
ま
た
は
、
平
成
23
年
卒
業
見

込
み
の
方
で
、
長
野
原
町
・
嬬
恋

村
・
草
津
町
・
中
之
条
町
の
各
職
工

組
合
に
加
入
す
る
事
業
所
に
所
属
さ

れ
る
方

【
受
付
期
間
】

　

平
成
23
年
２
月
末
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
原
町
商
工
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
２
・
２
２
０
８

お
ら
知

せ
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

皆
様
へ

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
国
の
緊
急

少
子
化
対
策
と
し
て
、
平
成
21
年
10

月
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
金

額
が
42
万
円
（
※
１
産
科
医
療
保
障

制
度
に
加
入
の
保
険
医
療
機
関
等
の

場
合
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
経
過
措
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。）

　

※
出
産
に
か
か
っ
た
費
用
が
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
（
原
則
42
万

円
）の
範
囲
内
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
差
額
分
は
、
後
日
、
世
帯
主
の

方
か
ら
領
収
証
を
添
付
の
う
え
町

（
草
津
町
国
民
健
康
保
険
）
に
請
求

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
、

以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
保
険
者
（
市

町
村
国
保
）
か
ら
原
則
保
険
医
療
機

関
等
に
直
接
出
産
育
児
一
時
金
を
支

払
う
仕
組
み
に
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の

経
過
措
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

　

※
直
接
、
病
院
な
ど
に
出
産
育
児

一
時
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
を
望
ま

れ
な
い
方
は
、
出
産
後
に
出
産
育
児

一
時
金
を
支
払
う
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。（
そ
の

場
合
現
金
で
病
院
な
ど
に
お
支
払
い

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

※
１　

産
科
医
療
保
障
制
度
と
は
…

お
産
を
し
た
と
き
に
な
ん
ら
か
の
理

由
で
、
重
度
の
障
害
を
お
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族
を
補
償
す
る
制

度
で
す
。（
群
馬
県
内
の
産
婦
人
科

に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
10
月
現
在

産
科
医
療
保
障
制
度
に
加
入
し
て
い

ま
す
。）

　

（
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、

今
後
、
国
の
法
律
改
正
等
動
向
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
広
報
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
の
皆
様
へ

○
紛
失
等
の
理
由
に
よ
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
保
険
証
の
再
交
付
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
の
再

交
付
に
つ
い
て
、
不
正
取
得
防
止
の

為
、
原
則　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
写
真
付
き
）
や
パ
ス
ポ
ー
ト　

運

転
免
許
証
等
で
窓
口
に
来
庁
さ
れ
た

方
の
確
認
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
証
等
の
写
真
が
付
い
て

い
な
い
証
明
書
に
つ
い
て
は
２
点
で

証
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
障
害
認

定
を
受
け
て
ご
加
入
の
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
方
々
へ

　

こ
の
制
度
は
原
則
75
歳
以
上
の

方
々
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
が
、

政
令
に
定
め
る
一
定
の
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
々
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
主
な
理
由
は
、
国
民
健
康
保

険
税
等
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

と
の
比
較
で
有
利
な
方
を
選
択
で
き

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
せ

ず
、
被
保
険
者
に
な
ら
な
い
こ
と
を

選
択
す
る
場
合
は
、
現
在
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
資
格
（
国
民
健
康
保

険
、
社
会
保
険
、
共
済
組
合
等
）
が

継
続
さ
れ
ま
す
。（
社
会
保
険
や
共

済
組
合
の
被
扶
養
者
と
な
る
場
合
に

は
年
収
な
ど
の
認
定
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

継
続
し
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
ら
れ
る
方
々
に
つ

い
て
は
申
請
書
の
提
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

草
津
町
役
場　

住
民
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
８
・
７
１
９
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用
強

化
月
間
で
す

　

常
用
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
労

働
者
な
ど
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
を
さ
れ
て
い
な
い

事
業
主
は
、
す
ぐ
に
加
入
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
・
ご
相
談
は
群
馬

労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
１

住居・生活困窮者の支援強化月間について

　ハローワークでは「緊急雇用対策」に基づいて、これからの年末・年始を迎える住居・生活困窮者

の方向けに職業相談、訓練・生活支援給付、第二セーフティーネットの活用についてご案内します。

　○問い合わせやご質問などは　ハローワーク中之条　　ＴＥＬ０２７９-７５-２２２７へ
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相談日のご案内

◎11月25日（木）

　10:30～14:30

◎12月　３日（金）

　10:00～15:00

会場：役場４階第一委員会室

◇問い合わせ先
草津町役場総務課

８８－０００１

浅見昭二委員

　全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間について
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、来る11月15日（月）から11月21日（日）までの一週間を『女

性の人権ホットライン強化週間』として、夫・パートナーからの暴力やストーカーなど、女性の人権に関す

る相談・悩みごとについての電話相談窓口を開設します。

『女性の人権ホットライン』専用電話は　全国共通　０５７０-０
ゼロナナゼロのハートライン

７０-８１０

※携帯電話からも接続可能です。ただし、ＰＨＳ・ＩＰ電話からは接続できません。

受付時間　月～金曜日　午前８時30分～午後７時　日・土曜日　午前10時～午後５時

※対応は法務局職員と人権擁護委員があたり、秘密は固く守ります。

財団法人群馬県母子寡婦福祉協議会　主催

東京ディズニーランドツアー　参加者募集東京ディズニーランドツアー　参加者募集
　この事業は、母（父）子家庭の母（父）と子及び寡婦のふれあいの場を提供することにより、親と子及び家
庭間の交流を深めながら、児童の健全育成と母（父）子家庭の自立推進を図ることを目的とするものです。詳
細については下記のとおりです。
○日　　　時 平成22年12月23日（木）
○場　　　所 東京ディズニーランド
○参加対象者 群馬県内在住の母（父）子家庭の母（父）と子（高校生以下）及び寡婦
○参加募集定員 親子あわせて260名　応募者多数の場合は抽選
○乗車場所  桐生駅南口・太田バスターミナル・館林市役所・伊勢崎市役所・新前橋駅東口・　富岡市

役所・高崎駅東口・ららん藤岡・沼田運動公園・渋川市役所　（乗車時間については直接
連絡します）

○参　加　費 母 （父）・中・高校生・寡婦　5,000円
 子（幼児・小学生）　3,000円　３歳以下の乳幼児　1,000円
 ※参加費に含まれるもの　バス代、保険料、パスポート代
○申込方法  往復はがきで、住所・電話番号・参加者全員の氏名・年齢・希望乗車地を記入のうえ、下

記へお申し込みください。
○申し込みおよび問い合わせ先　〒371-0843
 前橋市新前橋町１３番地の１２　群馬県社会福祉総合センター内５階
 財団法人群馬県母子寡婦福祉協議会
 ＴＥＬ０２７－２５５－６６３６　ＦＡＸ　０２７－２５５－６６５２
○募集締め切り 平成22年12月３日（金）必着

困っていませんか？

身近な問題で！

　

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
22
年
10
月
１
日
付
で
浅
見　

昭
二
さ
ん
が
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
い
じ
め
や
女
性
・
高
齢
者
を
め

ぐ
る
人
権
の
問
題
や
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
な
お
、
草
津
町
で
は
、
そ
の
他
に
も

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
に
関
す
る
要
望
や

業
務
に
対
す
る
苦
情
を
受
け
付
け
る
「
行
政
相
談
」

も
併
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
22
年
分

青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
青
色
申
告
決
算
書
の

作
成
方
法
や
作
成
に
あ
た
っ
て
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、

当
日
に
会
場
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

説
明
会
の
日
程
等

○
営
業
所
得
関
係

12
月
13
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
農
業
所
得
関
係

12
月
13
日
（
月
）

午
後
２
時
〜
４
時

　

会
場
は
い
ず
れ
も
中
之
条
ツ
イ
ン

プ
ラ
ザ
（
中
之
条
町
伊
勢
町
１
０
０

５
│
１
）

※
問
い
合
わ
せ
先

中
之
条
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
９
・
７
５
・
９
０
６
６

『
税
を
考
え
る
週
間
』
に

つ
い
て

　

国
税
庁
で
は
、
11
月
11
日
（
木
）

か
ら
11
月
17
日
（
水
）
を
『
税
を
考

え
る
週
間
』
と
し
、「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際

化
と
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
税

庁
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ｉ
Ｔ
化
・
国

際
化
に
関
す
る
諸
施
策
を
紹
介
し
ま

す
。

◆
Ｉ
Ｔ
化
を
通
じ
た
納
税
環
境
の
整

備
　

申
告
・
納
税
の
際
の
納
税
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
化

を
通
じ
た
納
税
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）
の
ほ
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
税
に
関
す
る

情
報
提
供
な
ど
の
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
国
際
化
へ
の
対
応

　

国
際
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
際

的
租
税
回
避
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と

し
た
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
の

た
め
の
取
組
み
や
、
開
発
途
上
国
へ

の
技
術
協
力
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

◆
国
税
庁
へ
の
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
す

る
「
税
を
考
え
る
週
間
」
特
集
ペ
ー

ジ
で
は
、
納
税
者
の
皆
様
か
ら
「
国

税
庁
に
対
す
る
要
望
」
等
を
聞
く
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

※
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジw

w
w
.n
ta.go

.jp

を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

エルタックスを始めましょう！
　eLTAX（エルタックス）とは、地方税ポータルシステムの呼称で、インターネットを利用して地方税の手続きを電
子的に行うシステムです。吾妻郡内では、東吾妻町を除く５町村で次の４つのサービスを提供しています（平成22年
11月現在）。
■給与支払報告書の提出　■法人市町村民税の電子申告■固定資産税（償却資産）の電子申告■電子申請・届出
　eLTAXのメリット
○サービスは無料
電子申告をはじめeLTAXのサービスは無料です。ただし、利用にあたってパソコン環境やインターネット環境、必要
に応じて電子証明書などの準備が必要で、これらには費用が必要なものもあります。
○手続きにかかる時間を短縮
eLTAXはインターネットを利用するため自宅やオフィスから手続を行うことができ、窓口の混雑や郵送などによる時
間短縮が可能です。
○受付窓口の一元化
複数の市町村に申告等の手続きを行う場合でも、作成した申告等の電子データをポータルセンタへ送信するだけです。
受信されたデータは、
ポータルセンタで受付処理され、それぞれの市町村へ送信されます。
　必要な準備
①「利用届出（新規）」を行い利用者IDを取得する（すでに利用者IDを取得済みの場合は不要です）。必要なもの◆
e-mailアドレス（パソコン）　◆電子証明書（関与税理士が代理申告を行う場合不要）　◆Java実行環境（パソコン）
②PCdeskなどのeLTAX対応ソフトウェアを準備します。
※PCdeskは無償でダウンロードできます　※その他のeLTAX対応ソフトウェアはeLTAXホームページ
（http://www.eltax.jp/outline/software.html）をご参照ください。
　詳しい内容のお問い合わせ
○上記に関する詳しい内容のお問い合わせは、次の電話番号へおかけください。
サポートデスク　通　常　電　話:0570-081459（ハイシンコク）市内通話料金
　IP電話・ＰＨＳ：０３－５３３９-６７０１通常通話料金
※eＬＴＡＸホームページ（http://www.eltax.jp/index.html）の「よくあるご質問」や「お問い合わせ」をご参照く
ださい。

《サービス停止のお知らせ》
○地方税ポータルシステム機器等の全面入替に伴いサービスが一時停止されますのでご注意ください。
サービス停止期間：平成22年11月18日（木）～11月25日（木）
停止するサービス：すべてのサービス（利用届出、電子申告、電子納税、電子申請・届出など）
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税務署からのお知らせ
～相続又は贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく年金の税務上の取り扱いの変更について～

　このたび、遺族の方が年金として受給する生命保険金のうち、相続税の課税対象となった部分については、所
得税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、このような年金に係る税務上の取り
扱いを改めることとしましたので、お知らせします。これにより、平成17年分から平成21年分までの各年分につ
いて所得税が納めすぎとなっている方につきましては、その納めすぎとなっている所得税が還付となります。
　お手数をおかけしますが、必要なお手続き（更正の請求または確定申告など）をしていただきますようお願
いいたします。
　この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付のお手続きについては、国税庁ホームページ【www.nta.
go.jp】をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付できる期限となりますので、お早目のお手続きをお
願いします。
※受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場合は実際に相続税や贈与税の課税対象とな
る場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じなかった方も対象となります。

　

環
境
体
験
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
（
品
木
ダ
ム
水
質
管
理
所
内
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

◆
冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

平
成
22
年
12
月
29
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
は
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
『
百
年
石
制
作
小
屋
』
の
運
営
団
体
募
集
に
つ
い
て

　

百
年
石
と
は
、
草
津
温
泉
の
酸
性
の
性
質
を
利
用
し
て
作
る
石
灰
石
の
置
物
で
す
。
品
木
ダ
ム
水
質
管
理
所
内
に
あ
る
環
境
体
験
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
「
百
年
石
制
作
小
屋
」
で
、
誰
で
も
無
料
で
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
す
で
に
旅
館
や
商
店
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
ト
ー

ン
と
し
て
、
ま
た
草
津
を
訪
れ
る
方
の
思
い
出
の
品
と
し
て
、
お
部
屋
に
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
民

の
方
々
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

環
境
体
験
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
草
津
町
・
六
合
地
区
の
住
民
代
表
を
委
員
と
し
て
他
関
係
機
関
の
代
表
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
品
木
ダ
ム
水
質
管
理
所
を
事
務
局
と
し
た
「
環
境
体
験
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
検
討
会
」（
以
下
、
検
討
会
）
で
議
論
や
決
定

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
検
討
会
の
場
で
水
質
管
理
所
長
よ
り
国
の
機
関
と
し
て
予
算
上
の
観
点
よ
り
百
年
石
制

作
を
存
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
席
し
た
委
員
か
ら
は
「
百
年
石
は
草
津
温
泉
に

浸
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
作
れ
な
い
草
津
特
有
の
土
産
物
で
あ
り
、
ま
た
草
津
で
は
お
客
様
が
体
験
で
き
る
も
の
が
不
足
し
て
い
る
状

況
な
の
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
存
続
し
て
欲
し
い
」
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
の
子
供
達
や
町
外
に
住
ん
で
い
る
子
や
孫
が
、
ま

た
、
観
光
の
お
客
様
が
百
年
石
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
検
討
会
で
は
百
年
石
制
作
小
屋
の
運
営
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
団
体
（
営
利
目
的

で
は
な
い
）
を
募
集
し
ま
す
。

百
年
石
の
現
在
ま
で
の
体
験
者
数
は
、

平
成
十
六
年
度　
　

四
、九
八
一　

個

平
成
十
七
年
度　
　

四
、八
九
五　

個

平
成
十
八
年
度　
　

四
、六
七
二　

個

平
成
十
九
年
度　
　

四
、一
七
三　

個

平
成
二
○
年
度　
　

五
、三
九
七　

個

平
成
二
十
一
年
度　

三
、八
八
二　

個
（
冬
期
12
月
29
日
〜
３
月
31
日
休
館
）

平
成
二
十
二
年
度　

二
、六
八
九　

個
（
９
月
末
時
点
）

　
　
　
　
　

総
計　

三
○
、
六
八
九
個　

す
で
に
こ
れ
だ
け
の
方
が
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

制
作
小
屋
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
材
料
と
な
る
石
灰
石
を
原
石
山
か
ら
運
搬
す
る
作
業
費
、
ペ
ン
キ
や
ニ

ス
等
の
材
料
費
、
作
品
配
送
の
た
め
の
材
料
費
の
経
費
や
百
年
石
の
作
り
方
を
お
客
様
に
説
明
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

○
申
込
期
限　

平
成
22
年
11
月
30
日
（
火
）

　

○
連
絡
先　

環
境
体
験
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
検
討
会
事
務
局

　
　
　
　
　

（
品
木
ダ
ム
水
質
管
理
所
内
）　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
８
・
５
６
７
７

　
　
　
　
　
　

平
日
の
み　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分　

ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
か
「
百
年
石
」
の
存
続
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
団
体
が
無
い
場
合
に
は
、
百
年
石
制
作
の
存
続
は
不
可
能
と
な
り
ま
す
。
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指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙

に
ご
協
力
を
！

　

平
成
22
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者

は
、
警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者

と
し
て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
で

特
別
手
配
し
て
い
る
オ
ウ
ム
真
理
教

関
係
被
疑
者
３
人
を
は
じ
め
と
し
て
、

約
１
、２
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
、
暴
行
、
傷
害

等
の
粗
暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、
横
領

等
の
知
能
犯
事
件
な
ど
に
関
し
て
手

配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。　

警
察
で
は
、

特
に
重
大
な
犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定

し
た
上
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ

と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検

挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要

で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、

ど
ん
な
に
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構

で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

長
野
原
警
察
署　

８
２
・
０
１
１
０

草
津
町
交
番　

８
８
・
２
１
０
０

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害

者
等
給
付
金
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　

こ
の
給
付
金
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教

犯
罪
被
害
者
等
を
救
済
す
る
た
め
の

給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
定

め
る
犯
罪
被
害
に
よ
り
、
被
害
を
受

け
た
次
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
の
対
象
と
な
る
方
】

○
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族

○
障
害
が
残
っ
た
方

○
傷
病
を
負
っ
た
方

○
障
害
が
残
っ
た
方
ま
た
は
傷
害
を

負
っ
た
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場

合
は
そ
の
ご
遺
族

申
請
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
や
問
合
せ
は
お
急
ぎ
く
だ
さ

い
！

申
請
期
限

　
　

平
成
22
年
12
月
17
日

■
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
警
察
本
部

広
報
広
聴
課
被
害
者
支
援
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０

ま
た
は

長
野
原
警
察
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
９
・
８
２
・
０
１
１
０

「防災行政用メール配信サービス」ご利用下さい!!「防災行政用メール配信サービス」ご利用下さい!!
　草津町では、各種防災情報や、行政のお知らせ等を、Ｅメールに
よりお知らせする、配信サービスを稼働しております。
　これは、防災行政無線放送に付随するもので、原則的に防災無線
と同様の内容を、事前に希望者の方に登録していただくことにより、
無料(※注１)でお手持ちの携帯電話やパソコンに配信されます。
　登録方法は、下記要領を参考にしていただき、希望される方は是
非ご登録ください。

【登録方法】 
①お手持ちの携帯電話若しくはパソコンから、
メール配信登録専用アドレスへ空メール（件
名や本文は入力しない状態）を送信します。
【登録専用アドレス】
kusatsu.ml_add@e-park.ne.jp
②送信後、登録確認アドレス（ml.kusatsu@e-park.ne.jp）
より登録完了のメールが届きます。
※お手持ちの携帯電話の設定により、登録完了メールが届かな
い場合がありますので、
事前に登録確認アドレスが受信できる状態であることをご確認
ください。
③登録が完了され、今後役場から送信される情報を見ることが
できます。

【配信停止方法】
登録後、配信を停止したい場合は、配信停止専用アドレスへ空メー
ルを送信する。
【配信停止専用アドレス】kusatsu.ml_del@e-park.ne.jp
※配信されるメール本文にも、停止方法は記載されています。
※注１：登録及び配信は無料ですが、通信によるパケット料などの
通信費用は、登録者負担となります。
※注２：このメールは、防災行政情報の配信のみを目的としており、
登録者から役場へのメール本文送信は受け付けられません。
※注３：個人情報(メールアドレス)につきましては、厳重な管理の
もと、運用を行います。
メール配信のお問い合わせ先
草津町役場愛町部総務課(防災担当)TEL0279-88-0001(内線310)

※携帯電話専用ＱＲコード

必ずチェック最低賃金
使用者も 労働者も

群馬県最低賃金は
時間額　688円に

平成22年10月９日より改正

１. 群馬県最低賃金（地域別最低賃金）は、時
間額676円から688円に改正され、平成22
年10月９日から発行します。

２. 最低賃金の対象となる賃金には、臨時また
は１ヶ月をこえる期間ごとに支払われる賃
金、時間外・休日・深夜労働の割増賃金、
精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は算入
されません。

３. 群馬県最低賃金は、群馬県内の事業場で働
く全ての労働者とその使用者に適用されま
す。また、特定の製造業については群馬県
最低賃金より時間額が高い特定（産業別）
最低賃金が定められています。

４. 一般の労働者と労働能力などが異なるため、
最低賃金を一律に適用するとかえって雇用
機会を狭める可能性がある労働者について
は、使用者が都道府県労働局長の許可を受
けることを条件として個別に最低賃金の減
額の特例が認められています。

詳しくは、群馬労働局労働基準部賃金室
前橋市大渡町一丁目10番７号
（TEL027-210-5005）または、群馬県内の労

働基準監督署へお問い合わせください。
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◎お詫び
　10月号広報いでゆにて、「吾妻郡体育功労者表彰」をお知らせしましたが、故　石井　明　氏の功労賞受賞
が記載されておらず、大変申し訳ございませんでした。
　ご家族及び関係者各位にお詫びしますとともに、石井　明　氏のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

安西一男さん 須賀　昌五さん

群馬県
文化奨励賞受賞
受賞者のお知らせ

　平成22年10月21日（木）群馬県庁において須賀
　昌五さんが草津町において個人では２人目となる、
平成22年度群馬県文化奨励賞を受賞されました。
これは長年にわたり地域の文化普及振興に対する功
労が高く評価されたものです。
　今回の受賞を機に、ますますのご活躍をご期待申
し上げます。

平成22年度
厚生労働大臣賞
受賞者のお知らせ

　平成22年10月22日（金）に東京・日本橋明治座
にて平成22年度　食品衛生功労者・食品衛生優良
施設の表彰式が執り行われました。
　永年にわたる食品衛生の向上発展に対する功労が
認められ、本町から安西一男さんが受賞されました。
今回の受賞を機に、今後ますますのご活躍をご期待
申し上げます。

町民バレー大会が
行われました

　10月15日、総合体育館において町民バレーボー
ル大会が行われ、10チーム（総勢115名）が参加し、
仲間同士楽しく、また白熱した試合が行われました。
　大会結果は以下のとおりです。

優　勝　ブッチーズ
準優勝　Vキッズ
第３位　龍巳会

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

平
成
22
年
10
月
12
日
に
、
本
白
根
第
２
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
標
記
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
35
名
が
参
加
し
、
仲
間
同
士
楽
し
く
、

ま
た
日
頃
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
選
手
を
称
え
、

以
下
の
と
お
り
大
会
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

優　

勝　
　

黒　

岩　

由　

市

準
優
勝　
　

花　

岡　

く
わ
子

第
３
位　
　

冨　

沢　

友　

作
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お悔やみ申し上げます　※敬称略

地　区 氏　　名 享年

泉　水 町
まち

田
だ

　良
よし

男
お

76

泉　水 飯
いい

山
やま

　冨
ふ

士
じ

子
こ

75

泉　水 山
やま

本
もと

　冨
ふ

士
じ

男
お

97

東殿塚 石
いし

田
だ

　良
よし

子
こ

71

東殿塚 園
その

田
だ

　　孝
たかし

96

東殿塚 和
わ

田
だ

　重
しげ

夫
お

92

昭　和 岩
いわ

井
い

　梅
うめ

子
こ

94

昭　和 一
いち

場
ば

　岩
いわ

榮
え

85

科
日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

11月7日（日）
東吾妻町

（67）2030
小池医院

草津町
（88）7611
草津温泉松岡医院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

11月14日（日）
中之条町

（75）3055
吾妻中央病院

草津町
（88）2030
　布施医院

中之条町
（75）3055
吾妻中央病院

中之条町
（75）3055
吾妻中央病院

11月21日（日）
中之条町

（75）3350
田島病院

草津町
（88）9660

草津外科内科クリニック

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

東吾妻町
（68）2711
原町赤十字病院

11月23日（火）
勤労感謝の日

中之条町
（64）2136
四万診療所

長野原町
（82）3999
櫻井医院

中之条町
（75）3055
吾妻中央病院

中之条町
（75）3055
吾妻中央病院

11月28日（日）
東吾妻町

（68）2103
加地医院

長野原町
（85）2259
長野原診療所

中之条町
（75）3055
吾妻中央病院

中之条町
（75）3055
吾妻中央病院

✚11月当番医予定表

お誕生おめでとう　※敬称略

地　区 氏　名 保護者

立　町 佐
さ

野
の

颯
そよ

奏
か 一　宇

咲　子

昭　和 小
こ

林
ばやし

　 心
こころ 幸　夫

真　季

南本町 山
やま

口
ぐち

　 蓮
れん 健　太

歩

南本町 関
せき

　 悠
ゆう

斗
と 孝　一

和　絵

掲載を希望されない方は届け出の際お申し出下さい。

プ
ロ
グ
ラ
ム

11
月
（
１
日
か
ら
30
日
）
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24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約3分の健康講話が聞けます。

○ いでゆ　第551号13



12（金）三種混合予防接種（追加）乳児BCG　13:30～保健センター 27（土）

13（土） 28（日）廃品回収　午前中　町内各地

14（日）ザスパ草津　対　ファジアーノ岡山19:30～正田醤油スタジアム群馬 29（月）幼児個別相談　指定された時間　保健センター

15（月）志賀草津高原ルート　冬季閉鎖13:00～ 30（火）乳児相談　10:00～保健センター

16（火）県民防犯の日

17（水）

18（木）

19（金）健康相談　13:30～保健センター

20（土）おはなし会　11:00～図書館

21（日）

22（月）

23（火）ザスパ草津　対　ジェフユナイデット千葉17:00～正田醤油スタジアム群馬

24（水）1歳6カ月健診　13:30～保健センター

25（木）人権相談・行政相談10:30～役場4階第一委員会室

26（金）

11月の行事予定表

タウンデータ

人口・世帯数
（22年11月1日現在）

男
合 計

転 入
転 出

3,593人
7,333人

28人
36人

女
世 帯

3,740人
3,554世帯

入り込み客数
（11月分）

合 計

日帰り

宿 泊

261,986人（99.71％）

  83,000人（100.40％）

178,986人（99.39％）

小林　心
こころ

ちゃん

平成22年10月2日生まれ
幸夫さん
真季さんの長女

穗苅　頌
しょう

太
た

くん

平成22年1月2日生まれ
公雄さん
裕子さんの長男
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〒377-1792　群馬県吾妻郡草津町草津28番地
Tel.0279－88－0001　Fax.0279－88－0002

（）前年対比

カレンダー内のお問合せ先
観光協会 88-0800 観光公社　88-4050
保健センター 88-5797 草津中学校 88-2227
教育委員会 88-0005 草津小学校 88-2156
スポーツ振興課 88-5288 草津国際スキー場 88-8111
草津温泉フットボールクラブ　88-7370
総務課 88-0001 住民課 88-7192
土木課 88-7184 福祉課 88-7189 観光創造課 88-7188
図書館 88-7190 草津公民館 88-3619
社会福祉協議会 88-1050 千客万来事業部 88-9000

我が家の

アイドル

「広報いでゆ」では、皆さんの身近な話題や、登

場してくれる我家のアイドル（4歳未満）、こん

にちは赤ちゃん（1歳未満）等を募集しています。

また、よりよい広報誌とするためのご意見、ご希

望などありましたらご連絡ください。

役場総務課広報係 Tel.88-0001
（内線312）


